
十島村立 ７月の生活目標

中之島小・中学校 小学校：１学期のしめくくりと夏休みの計画を立てよう。

令和２年６月１９日 中学校：１学期のしめくくりと夏休みの計画を立てよう。

また，今年赴任された駐在所の方も，「保安上，姿を見せる

ことが大切。」という思いで，毎回港を訪れています。それ

ぞれの方がそれぞれの役割を担っていらっしゃると思いま

した。私は，これまでに８つの学校に勤務し，多くの職員

との出会いと別れを経験してきました。学校職員を乗組員

にみたて，児童・生徒の教育活動の充実並びに安全な学校

生活を送らせる様を，時として船の航海に例えることがあ

ります。着岸して乗組員が入れ替わる様子は，まるで学校

職員が転出・転入をする状況を思い起こします。これまで，

乗組員にばかり目を向けていましたが，中之島に赴任して，

船の安全な航海には，通船作業に携わる方々も必要不可欠

であることに気付かされました。視点を変えることによっ

て，新たな発見をすることができました。

固定していたロープが外されて出港する船の汽笛を聞き

ながら，安全な航海を願って手を振ることです。

今月も，児童・生徒のキラリと輝く姿を発見しました。

全校朝会やテレビ会議システムを使って全島が参加するト

カラ集会で，他校の質問に臆することなく発言したり挙手

したりする姿が見られました。全員と

はいきませんが，何かしら反応するこ

とはとても大切だと思います。大人に

なっても恥ずかしがらずに堂々と発言

できる態度を忘れずにいてほしいです

ね。

中之島小・中学校は３つの「あ」を合い言葉に教育活動

を行っています。今月は，「頭を使うのあ」についてです。

「頭を使う」とは，まず第１に学力の向上です。そのた

めに学校では，学習のしつけと基礎・基本の徹底に取り組

んでいます。また，重要なことのひとつが読書です。

十島を結ぶセブンアイランド図書が今年度もスタートし

ました。学校とコミセンには，２回目の巡回図書が届いて

います。話題の本や名作など，興味のわく本をたくさんそ

ろえてあります。本を読めば読むほど知識が広がり，豊か

な知識は学習にも役立ちます。１冊でも多く

の本を読んで，世界を広げていきましょう。

大人向けの本もありますので，保護者や地域

の方も，ぜひご利用ください。

３つの「あ」～頭を使う

学校だよりアカヒゲ

７・８月のおもな行事予定

２日（木） 集金日（給食費）
３日（金） 小１授業参観・ＰＴＡ
６日（月） 水泳教室Ⅰ
７日（火） 授業参観・ＰＴＡ
８日（水） 水泳教室Ⅱ

１０日（金） 水泳教室Ⅲ
１１日（土） 土曜授業，トカラ集会
１６日（木） 第１回運動会運営委員会
２０日（月） 終業式・大掃除
２１日（火） 夏季休業～８月３１日
※８月２１日（金）出校日 ◎ 期日は変更になる
※８月２９日（土）愛校作業 場合があります。

６月２１日～２７日は，「ハンセン病問題を正しく理解す

る週間」です。過去の国の隔離政策により，多くの元患者

の方々が，様々な偏見・差別や人権侵害を受けてきました。

ハンセン病だった方々やそのご家族は，今なお残る強い偏

見や差別に苦しんでいます。私たち自身が，子どもたちと

一緒に正しい知識を学んでいく必要があると感じます。

５月２４日（日）に毎年恒例の竹の子採りに行ってきま

した。今年は，ＰＴＡ行事の一環と

して多くの保護者や中学生，職員が

参加しました。大人数であったため，

例年より短い時間で４０㎏の竹の子

を採ることができました。

竹の子は，これから給食に活用さ

れます。おいしくて安全な中之島の竹の子をいっぱい食べ

て元気に夏を乗り越えてほしいです。

学校教育へのご協力・寄付を頂き，ありがとうございま

した。

・宅島先生のご家族から

ジャガイモや玉ねぎ，

トウモロコシにメロン

を頂きました。

・小林さゆりさん，小林千惠子さんから竹の子を頂きました。

・給食調理員のみなさんには，竹の子採りの後，湯がいて

真空パックまでしていただきました。

ハンセン病問題への正しい理解を

ありがとうございました！

竹の子を採ってきました

校長 前原 貴士

梅雨に入りました。６月４日（木）の大雨では、１日で

一ヶ月に匹敵する雨量を観測し、家屋浸水・土砂崩落・道

路陥没等の多大な被害をもたらしました。被災された皆様

に心からお見舞い申し上げます。また，安全を確保するた

めに，保護者の皆様には児童・生徒の送迎にご協力いただ

き，心から感謝申し上げます。

そんな中ではありますが，草花は日々生長し，校庭や学

校農園の除草作業が追いつかない今日この頃です。隣接す

る「ほしのこ園」では水浴び活動の準備が始まっています。

きっと，園児の楽しく賑やかな声が聞こえてくることでし

ょう。小学校では，７月上旬に西海水浴場で３回の水泳教

室を計画しています。コケ落としやゴミ拾い等の環境整備

を２７日(土)の週休日に行う予定です。私自身，海を使って

水泳学習をするのは初めての経験なので，楽しみにしてい

るところです。

さて，先日，ある児童が「ぼくが一番好きなもの」と言

って描いた絵を見せてくれました。そこには，十島村７島

を結ぶ“フェリーとしま２”の姿が船体のデザイン・カラ

ーリング・文字まで，細かく

上手に描写されていました。

また，生徒が安全運航を感謝

して「私たちの宝物としま」

と船長さん宛てに書いた手紙

が校長室に掲示されていま

す。児童・生徒にとって，フ

ェリーはヒーローなんだなぁと感じました。私達が生活を

営む上で必要な物資を届け，貴重な交通手段として七つの

島を駆け巡るフェリーは，私達の生活の中心にあると思い

ました。

その運行にあたっては，乗組員の方は勿論のこと，通船

作業（着・離岸，荷おろし）をされる方々も注目しなけれ

ばならないと思いました。下り便が到着するのは早朝６時

頃，そして上り便が到着するのは１０時半頃，それ以前に

中之島港には大勢の作業スタッフの方々がスタンバイして

おられます。船を固定するロープの発射音を合図に，車両

運搬・コンテナの荷おろし・タラップの設置や文書の受渡

し等々，限られた時間に整然と手際よく作業される様子に

は感動すら覚えます。

近くで汽笛を聞きながら…


